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北村弘行博士の研究の出版掲載紙等 
 
 出 版 年           タ イ ト ル             掲載雑誌名・載ページ 
 1975-06  生成フマル酸からみた河川体積物の生物的浄化作用の検討  日本農芸化学会誌・1975-06・ 

［公共用水域における生物化学的浄化機能関する研究-2-］  P283~287 
       田中 英樹、畑田 太美子、北村 弘行 
 
 1975-06   市川、加古川における低質有機汚染状況とフマル酸から   日本農芸化学会誌・1975-06・ 

見た低質の分類［公共用水域における生物学的浄化機能      P289~294 
に関する研究-3-］ 

       田中 英樹、畑田 太美子、北村 弘行 
 

1975-11  ２段曝気活性汚泥方による含シアン廃水の生物学的処理   醗酵工学会誌・1975-11・ 
       古城 方和、赤壁 哲朗、北村 弘行             P824~831 
 
 1976-07  含シアン廃水の活性汚泥処理に対する米糖の効果［含シ   醗酵工学会誌・1976-07・ 
       アン廃水の生物学的処理に関する研究-4-］         P486~491 
       古城 方和、赤壁 哲朗、北村 弘行 
 
 1976-09  含シアン廃水の活性汚泥のシアン適応［含シアン廃水の   醗酵工学会誌・1976-09・ 
       生物学的処理に関する研究-5-］              P649~658 
       古城 方和、森口 祐三、北村 弘行 
 
 1977-09  活性汚泥のシアンへの適応［含シアン廃水の生物学的処   醗酵工学会誌・1977-09・ 
       理に関する研究-6-］                   P269~275 
       古城 方和、北村 弘行 
 
 1981-08  Ｃｈａｔｔｏｎｅｌｌａ ａｎｔｉｑｕａ（Ｈａｄａ）   日本プランクトン学会報・ 
       Ｏｎｏの生態と増殖                   1981-08・P43~52 

古城 方和、北村 弘行、塚本 利之 
 
 1984-07  播磨灘におけるビタミンＢ＿＜１２＞濃度の変動      醗酵工学会誌・1984-07・ 

古城 方和、久宝 佳苗、森口 祐三、北村 弘行       P171~179 
 
 1984-11  播磨灘における細菌およびＣｈａｔｔｏｎｅｌｌａ     醗酵工学会誌・1984-11・ 
       ｓｐｐ．の変動                     P425~431 
       古城 方和、久宝 佳苗、北村 弘行 
 
 1985-01  播磨灘における細菌およびＣｈａｔｔｏｎｅｌｌａ赤潮   醗酵工学会誌・1984-01・ 
       の形成に及ぼす細菌の影響                P61~69 
       古城 方和、森口 祐三、北村 弘行 
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